
　「最近は保護者との関係構築が難
しくなった」と話す現場の先生がと
ても増えていると感じます。先生が
たが感じているその難しさの中身
をうかがうと、それは個別的な対応
を必要とする家庭や、特別な配慮を
必要とする家庭が増えてきたとい
うことです。
　個別的な対応を必要とする家庭
とは、例えば保護者が病気や仕事と
いった事情のために、通常よりも子
どもを長く預かってほしいなど、園
へのニーズを強く出さざるを得な
い状況になった家庭です。また、特

別な配慮を必要とする家庭とは、例
えば子どもへの虐待の疑いがある
家庭、子どもや保護者に発達障害が
あると考えられる家庭、そして保護
者がうつ病や統合失調症などの精
神疾患のある家庭などです。こうし
た要因は、複合的に絡み合い、状況
をさらに困難にしているケースも
少なくありません。
　このような家庭の存在が近年注
目されるようになった背景には、私
は社会の変化と、地域の対応力の低
下があると考えています。例えば、
昔はお迎えに来られなくなった家
庭があっても近隣の保護者が「それ
じゃあ、私が代わりに○○ちゃんを
連れて帰りましょう」などと、地域

の人間関係の中で助け合うことがで
きましたが、今はそのようなことは
難しくなっています。地域で課題を
吸収する力が弱くなり、その分、園
がいろいろな課題に対応しなければ
いけなくなっているわけです。特に
社会的に人との関係調整を図りにく
い、特別な配慮を必要とする家庭に
とっては、より顕著な問題になって
表面化します。

　よく「最近は、幼児教育や保育を
サービスとしてとらえている保護者
が少なくない」「園に対して一方的
に要望だけを主張する保護者が増え
た」といった声を耳にしますが、そ
れは保護者の価値観が変わってきた
からというよりも、家族や地域のあ
り方が変わったため、これまでにも
存在した個別的な対応を必要とする
家庭、特別な配慮を必要とする家庭
の存在が注目されやすくなったから
だと考えた方がいいのではないで
しょうか。
　また、幼児教育や保育をめぐる社
会制度自体も大きく変わりつつあり
ます。「子ども・子育て支援法」も
見方を変えれば、保護者に対して自
分の望む保育や幼児教育のあり方を
踏まえて、自分に合ったものを選ん
でもらおうという社会の意思だとも
言えるかもしれません。
　そうした状況だからこそ、個々の
保護者を「一方的な自己主張をしな
いでほしい」と否定的な面だけでと
らえるのではなく、「それぞれに困
難を抱えながら子育てに取り組んで
いる」と肯定し、協力・協働して一
緒に子どもを育てていく仲間である
という意識に立つことが、今改めて

必要なのだと思います。
　つまり、保護者との協力・協働的
な関係を構築していくためには、そ
れぞれの家庭の状況、課題をくみ取
り、自園としてはどこまで応えるこ
とができるのかを考えることがます
ます重要になっていると言えるで
しょう。

　個別的な対応を必要とする家庭、
特別な配慮を必要とする家庭の保護
者を支援しながら、親子関係や養育
力の向上を目指すのが、「保育相談
支援」という援助スキル（技術）で
す。保護者支援の中では、カウンセ
リングやソーシャ
ルワークなどの専
門技術が用いられ
る場面もあります。
しかし、ベテラン
の保育者はきっと
そうした専門技術
を特別に意識する
ことなく、これま
でも保護者支援を
行っていたはずで
す。その意味では、
保育相談支援は新
しいものではな
く、保育者がもつ

「保育の専門性」を基盤に、以前か
ら園で行っていたものであるとも言
えます。
　虐待が疑われるケースがあったと
き、臨床心理士やソーシャルワー
カーは各々の専門技術を生かしたア
プローチを行います。では、保育者
はどうでしょうか。ほかの専門職以
上にその親子に日常的に接してきた
保育者として、問題の解決に主体的
に関われる部分がきっとあるでしょ
う。臨床心理士やソーシャルワー
カーと対等な立場で連携できるよ
う、保育の専門性を体系化し、保護
者と子どもへの関わりに生かしてい
くのが保育相談支援だと思います。

　「全ての保護者はその子の親であ
りたいと願っている」「全ての保護
者は、親としての力をもっている」
ということを保育者が信じること
が、保育相談支援の基本です。たと
え毎日きちんとできていなくても、
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保護者を受容し、子どもとの
関係づくりを支援する
近年、注目を集めている「保育相談支援」。
この考え方について、保育者としての経験もある
橋本真紀先生にうかがいました。

関西学院大学教育学部教授　橋本真紀

社会の変化によって
保護者との関係構築が困難に

保護者を
協働する仲間ととらえ直す

保育相談支援の援助スキルの
基盤は「保育の専門性」

親でありたいという気持ちを
認めていく

社会の変化とともに地域社会や近隣から支援を受けながらの子育てが難しくなる中、
保育者による保護者への支援がますます重要になっています。

教育や福祉、医療など、保護者と子どもに関わることの多い専門家の中で、
「保育者」に期待される支援とは何かを考えます。
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はしもと・まき◎専門は地域子育て支援、
家庭支援。共著に『保育相談支援』（ミ
ネルヴァ書房）、『保育者の保護者支援−
保育相談支援の原理と技術−』（フレー
ベル館）など。



保育相談支援の技術例と具体例表１ にコンビニの弁当を持たせたとき、
それもその保護者なりのささやかな
努力だと認めて「今日、○○ちゃん
はみんなとおいしそうにごはんを食
べていましたよ」と話しかけるのか、
「コンビニ弁当を持って来させるな
んて…」という目で見るのかでは、
その後の保護者との関係性は大きく
違ってくるでしょう。もしも保育の
専門知識をもった保育者から「お母
さん、がんばっていますね」と声を
かけてもらえれば、親であろうと懸
命になっている保護者にとって何よ
りの励ましになるはずです。

　保育相談支援において保育者は、
自分がどういう関わりをすれば子ど
もと保護者の関係がよくなるか、子
どもと保護者がふたりで葛藤を乗り
越えていける関係になるかを意識し
ながら関わることが大切です。
　保育相談支援の具体的な技術には
さまざまなものがあります（16ペー
ジ表１参照）。例えば、「気持ちの代
弁」という技術は、子どもの思いを
保護者に伝えるものです。子どもの
気持ちを保育者が客観的にとらえ、
保護者に伝えることで両者の関係を
修正することになります。言葉がう
まく使えない０〜２歳児でも、子ど
もと時間をかけて関わっている保育
者であれば、その気持ちを適切に代
弁することができます。保育者の代
弁を通して、保護者は子どもの気持
ちのとらえ方、子どもを理解する視
点のもち方がわかるようになりま
す。
　「共感・同様の体感（同感）」（16

ページ表１参照）は、対人援助職が
活用する「共感」とは異なる保育者
の特性と言えます。保育者は子ども
の成長に直接的に関わり、支えてい
ます。子どもの成長は保護者の喜び
であると同時に、共に支えてきた保
育者の喜びでもあります。子どもの
成長に対する保護者と保育者の喜び
の共有は、カウンセラーがクライエ
ントの心情を理解しようとする「共
感」とは異なります。同じ体験を有
する者同士の「共感」を超えた「同感」
です。ただし、その後の対応は、保
護者の親としての立場を尊重し、子
どもの育ちを支えた力を認め、保護
者の自信を支える方向に転換してい
くことが大切です。
　私は学生に「自分にとっては非常
識だとしか思えない保護者の言動
は、保護者の側から解釈しないと共
感もできない。そのためには自分の
感覚だけで保護者をとらえるのでは
なく、発達障害や精神疾患に関する
知識が必要」と説明しています。そ
うしないと、彼らが保育者となった

ときに、理解が難しい保護者を前に
疲弊してしまうからです。

　表１で整理した保育相談支援の技
術は、ベテランの先生がたにとって
はふだんから取り組んでいる、当た
り前のものばかりかもしれません。
　ただ、こうして技術を整理したも
のを見ながら現場の先生がたと話す
と、「私たちが特に意識せずに保護
者に対して行ってきた働きかけの中
には、これだけ多様な技術が盛り込
まれていたのですね」と驚き、「保
育の専門性の豊かさに自信を深めら
れた」ということがよくあります。
また、「これまで保護者に対しての
助言だと思っていた自分の働きかけ
は、むしろ『解説』と呼べるもので
した」と気づきを得る先生もいます。
　実践を通して培った多彩な技術を
整理すれば、若手保育者とともに
日々の保育を振り返るときにきっと
役に立つはずです。

保護者が園に子どもを送り出してい
るというだけで、その保護者には「親
でありたい」という思いがあるはず
です。園の約束事を守れないことが
あるなど、保育者から見れば改めて
ほしいところがある保護者であって
も、親でありたいという気持ちを認

め、その気持ちを支え続けることが
保育者の役割だと思います。保育者
のそうした態度は、保護者を通して、
きっと子どもの最大の利益につなが
ります。
　もちろん、園の約束事を無視して
もよいというわけではありません。

ですから、足りない部分は補い、改
めるようお願いはするけれども、保
護者の、親であろうとする気持ちを
認める態度を貫きたいと思うので
す。
　例えば、お弁当を持たせないで登
園させることがある保護者が、遠足
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◎高齢者福祉の領域では、問題を家族と施設だけで抱え
るのではなく、地域の中で対応していこうという動きが
始まっています。私は、保育の領域でもそうした動きが

始まると思いますし、もはや園だけで個別のニーズに対応するのは困難だと
考えています。園が外に開き、地域のさまざまな人たちと連携していくため
にも、保育を言語化する力はますます重要になると思います。

現場の
みなさんへ

体系的な援助の技術と知識で
保護者に共感する

援助技術を整理することで
さらに保育に自信がもてる
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　このケースも園が一生懸命に対応
されたことは十分によくわかりま
す。ただ、ふだんから保育者として
何か気になる家庭や特別な配慮を必
要とする家庭については、担任だけ
で抱え込まずに、園長先生などにで
きるだけ早めに報告し、組織で対応
するということを保育者の共通理解
として確認しておきたいものです。
　また、園に関わっているのは祖母
ですが、子育ての主導権はどちらに
あるのかということを注意深く見る
必要があります。それが母親なので
あれば、ご本人に直接電話して説明
することが必要だったかもしれませ
ん。また、祖母と母親との間にコミュ
ニケーションが円滑に行われていな
い可能性があり、この他にも気にな
ることが生じるようであれば、園だ
けでなく、子育て支援センターや家
庭児童相談室、保健師さん、また進
学先の小学校の先生にも引き継ぎな
がら複数の目で見守ることが大切だ
と思います。

　素早く対応するために、お迎えの
ときに声をかけるのはよいですね。
加えて、保護者の気持ちを受け止め
るために、別の機会にゆっくりお話
しする時間をとってもよいでしょ
う。改まって場を設けることで「向
き合ってくれている」と安心感を
もってもらえます。サインを出して
いる保護者には、「受け止めていま
すよ」ということを伝える環境を設
定することが大切だと思います。
　そのうえで、気持ちに共感するだ
けで終わらずに、保護者と一緒にＴ
ちゃんをどう支えるか、「今の状況
はＴちゃんの成長のプロセスだか
ら、Ｔちゃんのために最大限に生か
したいですね」と保護者とＴちゃん
を見守る仲間であることを言葉にし
て伝えるとよいでしょう。
　気になったのはＴちゃんが園では
そうした気持ちを一切言わずに、家
庭で吐露した点です。もしかすると
クラスの雰囲気が本当にＴちゃんに
とって居心地の悪いものになってい
るかもしれませんし、母親に何かを
アピールしたかったのかもしれませ
ん。家族の関係性を含めてＴちゃん
の状態を理解し、必要な支援を考え
ることが大切だと思います。
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園や育児に無関心だったが、子ども同士のトラブルを契機に
園への不信感を募らせていった保護者Ｂさん

事例２● 祖母にお任せで園や担任と関係性が築けていない保護者

気になる家庭には
園全体で対応する

橋本先生の解説

Ｍちゃん（４歳女児）はふだんのお迎えは祖母が来ているため、保護者のＢさんが
園に来ることはなく、行事などで会ったときも、園の取り組みに関心をもっている

ようには思えませんでした。ある日、連絡帳を通じて、前日のプールの着替えのときにＭちゃ
んがある女の子から体に関することでいやなことを言われたと書かれていました。その日
の夕方、担任はお迎えに来た祖母に事情を聞いたうえで謝罪しました。

祖母が「大丈夫ですよ」と答えたこともあり、担任は特に園長に報告はしませんで
した。ところが２日後、保護者のＢさんから強い怒りの電話がありました。「Ｍは大

変傷ついている。園長は知っているのか？　相手の親とも話をしたい」と感情的です。園
長は知らなかった情報だったので、まずそのことを謝罪しました。
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園での友だち関係や園生活に不安を募らせ、
アンケートを通じて要望を伝えてきた保護者Ａさん

橋本先生監修●ケーススタディ

事例１● 子どもの様子に不安を感じている保護者

ともに育てる仲間であることを
言葉で伝える

橋本先生の解説

Ａさんは子どもを愛情いっぱいに一生懸命育てていますが、小さなことも気にかけ
る様子がうかがえる30代の保護者です。ある日、Ａさんが参加した保育参観後のア

ンケートに「遊びの中での友だち関係をもっと注意深く見て保育をしていただけませんか」
という要望が書かれていました。確かに娘のＴちゃん（４歳女児）は、最近、一緒に遊ん
でいる友だち関係が少し流動的になっていると感じていたので、担任も様子を見ている段
階でした。しかし、ふだんのＡさんの様子から園やＴちゃんに対してこのような思いをもっ
ているとはとらえていなかったので、担任は少しショックを受けました。

数日後、お迎えのときに担任がＡさんに声をかけてアンケートに書かれていた内容
について聞いてみました。すると、園では見られないＴちゃんの様子がＡさんから

語られたのです。「園は楽しくなかった」「○○ちゃんから遊ばないって言われた」などと
Ｔちゃんから聞いているとＡさん。さらに保育参観で、Ｔちゃんがひとりで遊んでいる様
子を見て、「友だちに仲間はずれにされているのではないか」「担任は子ども一人ひとりを
見ていないのでは」と不信感を抱いたと話しました。
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